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抄録 : 教員の資質能力を教職一般としてではなく、授業を担当する教科に即して描くことは決

して容易でなく、芸術系教科についてはなおいっそうである。にもかかわらず、児童生徒の学

力向上や非認知能力に着眼される近年の教育言説の状況に鑑みれば、かれらが獲得することを

期待されているコンピテンスと教員が有すべきコンピテンス、この両者の関連を明らかにする

ことの意義は明らかだろう。本報告はこの観点から、ドイツで試みられている「教科に即した

教員のコンピテンス」プロジェクトの概要を紹介することによって、教員の持つべき客観的な

コンピテンスを教科の視点から議論する余地を広げようとするものである。

索引語 : 音楽科教育，教員のコンピテンス，測定，ドイツ，FALKO（教科に即した教員のコン

ピテンス）プロジェクト

Abstract:Abstract: To describe the qualities and competencies of teachers in terms of the subjects 
they teach is challenging, other than in terms of the teaching profession in general. It is 
even more so in the case of arts-related disciplines. Nevertheless, in light of the recent focus 
on the improvement of students' academic performance and non-cognitive abilities, it is 
important to clarify the relationship between the competencies that students are expected to 
acquire, and those that teachers should possess. From this point of view, this report 
broadens the scope for discussing the objective competencies that teachers should possess 
from a subject perspective, by presenting an overview of the "subject-oriented teacher 
competence" project being undertaken in Germany.
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  1．問題の所在－児童生徒の学力と教員の資質能力

「良い教員」はどのように定義可能か。またそれを資質能力あるいはコンピテンスと呼ぶなら

ば、それはいかなるものと捉えることができるだろうか。さらに、その普遍性あるいは特殊性

についていかに理解すればよいのだろうか。

このような教職論や教員論は枚挙に暇がないが、これらは必ずしも客観的に設定できない面を

持っている。なぜならば、教育活動はそれぞれの教員の意図や目標を伴う主体的な行為として成

立するのであり、かれらの願いや信念といった価値観を抜きに述べることができないからである。

学校教育は、一方で教育関係法規、学習指導要領や教科書、あるいは教員のための指導書が教育

活動を大きく枠づけるものの、最終的にどのような授業となるのか、いかなる教員と児童・生徒

間の関わりが生じるのかは、各々の教員の価値観に強く規定されている（䬟原他 2017）。授業に

関するこの基本的な特性は、世界的なコロナウイルス禍でオンデマンド教材が溢れるようになっ

ても、定型的なさらには自動化されたプロセスとして授業を設計することが難しい理由でもある。

このため、教員が持つべき資質能力あるいは能力を設定しようとしても、それぞれの価値観

を背景にするため、たとえば教員間で必ずしも共通に理解されえない。また、その価値観は教員

のキャリアや勤務校の状況などからも影響を受けるとともに、それは常に問われ変化するもので

あるため、かれらが持つべき資質能力を確定しようとするのは、そもそも無理なこととも言える。

この上で、次のような議論も可能だろう。それは、教員の持つべき能力を、伝達の対象であ

り習得が期待される子どもの姿から逆算するというものである。この点で、生活上の必要性か

ら教育内容として最低限必要な「読み・書き・計算」（3R’s）、すなわち、語学や算数・数学に

ついては、資質能力の体系化の試みは展望しやすい。あるいは、客観的な性格が強い自然科学

についても、子どもが獲得すべき能力を記述できる余地は大きいだろう。たとえば、言語の分

野では、客観的な測定の方法と基準が蓄積されてもいる   1）。
これらに対して、実技教科とも呼ばれる芸術、音楽、体育の分野は、かなり状況が異なるよ

うに思われる。というのは、これらの分野ではしばしば、「生まれ持った才能」、すなわち遺伝

的な要素があると吹聴され、「絶対音感」や「運動神経」など、後天的には超えられない壁があ

るかのようにも語られてきたからである （安藤 2012 など）。かりに、先天的あるいは早期教育

を通じて当該の能力が獲得されるのであれば、学校教育で扱うことのできる部分は限られるこ

とになり、そこで教員に期待される資質能力を設定する余地は乏しいことになる。

また、これらの分野では嗜好性の偏差も大きい。たとえば、子どもたちの「音楽嫌い」を前

にして、教員はしばしば教育以前の段階に、つまり立ち往生せざるを得ない。なぜなら、音楽

に対する関心を「教える」ことはままならず、相手次第の状況に依拠せざるを得ないからである。

これを敷衍すれば、音楽と身体との関連も考えられるべきだろう。身体技法を含む「わざ」を

教えることの特殊性は先行研究ですでに指摘される点であり（生田 1987）、さらに、どのよう

に技術ほか能力の獲得されることが「正しい」かは、芸術の真正性（authenticity）のテーマに

も連なっている。「教科および教材の論理ないし系統の背後にある科学や文化や芸術には、これ

を生み出した人間の実践－労働と生活－とその必要性がそれぞれの歴史的社会において存在」

（河口 2014 p.218）するものの、それを確定することは、決して容易ではない。

くわえて、子どもは教えられる以前に学んでもいる。さまざまな媒体を通じて、学校以前に
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子どもは多様に音楽を経験しており、個人レッスンの形式で行われる学校外教育の機会を持つ

ものも少なくない。こうした音楽的経験をしている子どもたちは、学校での音楽が始まる以前

に技術のみならず理解や態度の面でも音楽に関する学習をしている。そうした状況を踏まえれ

ば、学校で行われる音楽教育はどのように可能なのだろうか。かたや、学校外教育の機会も乏

しく、音楽に対するレディネスを十分に持たない子どもへのモチベーションを、教員は引き起

こさなければならない。こうした多様な集団に対して音楽の授業を行おうとする教員は、いか

なる資質能力あるいはコンピテンスを持つべきだろうか。

かくも音楽教育、とりわけ音楽科教育に携わる教員が持つべき資質能力を描こうとするには、

多くの障碍が横たわっている。その一方で、実技教科の中でもとりわけ芸術分野において、目

標や意欲、興味・関心をもち、粘り強く、仲間と協調して取り組む力や姿勢といった非認知能

力や社会情動的スキルの重要性が強調（OECD 2015）される昨今、音楽科を担当する教員が持

つ資質能力とはどのようなものかを明らかにする必要があるだろう。なぜならば、唱歌に始まっ

た日本の音楽科教育を、徳性の涵養といった芸術の手段化ではなく、美的経験そのものを目的

とする音楽教育こそが、こんにち声高に叫ばれる「学びに向かう力、人間性等」にまで資する

と考えられるからである。

ここから、音楽科を担当する教員に求められるコンピテンスを客観的に措定することは、は

たして可能かと問いを立てることができる。そして、この問いを深め広げる手がかりとして、

ドイツで現在進められている FALKO（Fachspezifische Lehrerkompetenzen：教科に即した教

員のコンピテンス）プロジェクトに注目する。以下に述べるように、同プロジェクトは重要な

視角を提示するとともに実際の経験を有する取り組みにもかかわらず、これを日本語で扱った

文献は未だ存在しない。そこで、本稿は第一歩として、その概要を紹介しようとするものである。

2．教員のコンピテンス「設計図」策定のための FALKO プロジェクト

（1）教員のコンピテンスの解明―前史としての COACTIV

2000 年に実施された OECD による第 1 回 PISA（生徒の学習到達度調査）において、ドイツ

の 9 年生の数学、自然科学、読解力が国際比較で平均以下だったという「PISA ショック」は、

メディアや学術界で激しい議論を巻き起こした。同調査では約 1,500 校、5 万人以上の生徒に関

するデータが得られたものの、教員に関するデータを欠いていたため、センセーショナルな出

来事ではあったが、その分析と改善の上では大きな限界を持っていた。

このことを受けてマックス・プランク研究所は、次回 2003 年の PISA 調査では教員も調査対

象とすることを決めるとともに、これに連携する教員研究 COACTIV（Professional Knowledge 
of Teachers, Cognitively Activating Mathematics Instruction and the Development of 
Mathematical Literacy：教員の専門的知識、数学の指導の認知的活性化および数学的リテラシー

の開発）を設計した。このプロジェクトにおける最大の課題は、PISA テストに対応した教員用

の「到達度テスト」を示すことだった。たとえば、医学や法学の分野では、非常に広範でよく

組織化された知識基盤があり、それらを迅速かつ柔軟に活用できる専門家がいる。これを援用

すれば、学校教育についても知識基盤を設定し、それを活用する専門職としての教員像を描く
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ことができるはずと考えられたのである。以上が、Krauss 他（2017）と Puffer 他（2017）に

よる経緯説明である。日本でも近年叫ばれる、「根拠に基づく医療：EBM（Evidence-Based 
Medicine）」から「根拠に基づく教育：EBE（evidence-based education）」という発想は、こ

れと軌を一にするものだろう。

そして、この論理は、ドイツにおける現下の教育課程論の基調と符合する。すなわち、バー

デン＝ヴュルテンベルク州の 2016 年学習指導要領における中等教育段階Ⅰの音楽科に注目すれ

ば、すべての学校種と教科に貫かれる一般指針とテーマ別指針を前提に、音楽科に即したコン

ピテンスとそのスタンダードが示されるとともに、音楽科教員が持つべきコンピテンスへの言

及がなされている（䬟原 2019）。つまり、生徒が獲得すべきとされるコンピテンスと教員が持

つべきコンピテンスは、同心円的に捉えられているのである。

（2）COACTIV から FALKO へ

Krauss 他（2017）と Puffer 他（2017）にもとづき、以下さらに述べていこう。ドイツにお

ける教員の知識とその活用に関する開発研究は、教科による違いが明瞭である。数学や自然科

学では明確に進み、ドイツ語や英語では知識の体系化に関わる提案のほか、検査のための問題

の作成も行われている。

しかしながら、ラテン語や宗教、音楽については、はかばかしい進展がまだ見られない。そ

こで、生徒の成績に大きな影響を及ぼす教員の知識の内実を、検査を通じて明らかにするとと

もに、教員がいかにこれを習得するか、とくに現在の教員養成制度がこれにいかに貢献している

かを明らかにする目標を実現するべく新たなプロジェクトが設計された。それが FALKO である。

FALKO は、レーゲンスブルク大学とアウクスブルク大学による学際的プロジェクトとして、

中等教育のドイツ語、英語、ラテン語、数学、自然科学とテクノロジー（NWT）、化学、プロ

テスタント宗教、音楽、教育学の 9 教科について、授業を担当する教員のコンピテンスの観点

から、その教科の教授方法（Didaktiken der Schulfächer）を、教科横断的に明らかにしようと

するものである。

（3）FALKO-M プロジェクト

1）目的、対象と方法

FALKO-M（Musik：音楽）は、上記の教科の一つである音楽について、授業を担当する教員

のコンピテンスがどの程度まで精緻化され、教育活動において実証されうるかを明らかにする

ことが目的である。この問いは、1980 年代から繰り返しなされてきたものの、専門教育ではな

く普通教育としての音楽科を担う教員についての試みはようやく始まったばかりであった  2）。
これに対して、PCK（pedagogical content knowledge）と CK（content knowledge）の対比を

通じて、教科に特有の資質能力カテゴリーがあることを示したL.ショーマンのアプローチ（Shulman 
1987）は、アメリカにおける音楽教員の養成に関する議論を受けて、ドイツにも影響を及ぼすこと

になる。しかし、これまでの音楽教育の言説において、教員の資質能力は個別の事例に基づく質的

研究によるものに限られており、テスト形式を通じて教員のコンピテンスを測定しようとする試み

はこれまでなかった。こうした流れの中で、このショーマンの理論的分類法と COACTIV 研究

にもとづいて音楽教員の PCK と CK を概念化しようとすること、これが FALKO-M であった。



153音楽科教員のコンピテンスを測定する

同プロジェクトでは、129 人が調査対象となった。その内訳は、教員養成課程に在学する学生

51 人と中等教育段階の学校に勤務する教員 78 人である。学生を学校種別に見ると、ギムナジ

ウムが 30 人、基幹学校（Hauptschule）または中等学校（Mittelschule）が 9 人、実科学校

（Realschule）が 12 人、かれらの大学での在籍学期は 1 ～ 11 学期に分布する。平均年齢は

23.67 歳、47.1％が女性であった。また、教員は正規の教員が 61 人と試補教員（Referendariat）
が 17 人、うちギムナジウム（Gymnasium）の教員が 58 人を占める。平均年齢は 40.19 歳、教

職経験は 1 年目から 33 年目に及び、女性比は 44.9％であった。

そして、調査は 2013 年 7 月から 2016 年 10 月にかけて、バイエルン州内のさまざまな学校

や大学において、以下に述べる検査を通じて行われた。45 人については郵送方式で実施したが、

対面式で行われた 84 人の結果との大きな差は見られなかった。なお、回答者は報酬を受け取っ

ている。

かれらの資質能力は、筆記式の記述検査によって測定され、教科教授（Fachdidaktik）に関

する問いをおよそ 60 分間で、教科内容（Fachwissen）に関する問いを約 30 分間で回答するこ

とが求められた。検査時間は、この二つを合わせて 90 分間程度と大まかに示され、実際の所要

時間は 70 ～ 95 分間であった。

2）検査の概要

すべての質問項目は、Krauss 他（2017）に付随して、ウェブサイト 3）で閲覧が可能である。た

だし、この設問それ自体については、著作権の都合上扱うことができないため、その概要を以下

に述べる。教科教授に関する資質能力の検査では 11 問、教科内容に関する資質能力の検査におい

ては 8 問が問われる。なお、指導の対象は 5、6 年生が想定されている。以下、教科教授に関する

検査は表 1 に示すようであり、また、教科内容に関する検査は、 次ページに示す表 2 のようである。

 表 1：教科教授に関する検査
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また、FALOKO-M では、COACTIV に倣って、知識（Wissen）の構造を、「教科教授に関す

る資質能力（Fachdidaktisches Wissen）」、「教科に関する資質能力（Fachwissen）」の二つに

分けるが、教科教授に関しては、3 つの側面を提示している。

表 2：教科内容に関する検査

それらは、①音楽領域における構成の戦略に関する知識（Wissen über musikbezogene 
Instruktionsstrategien：E&R）、②音楽領域の認知と学習経路に関する知識（Musikbezogene 
Kognitionen, Lernwege und Schwierigkeiten von Schülern：SchK）、③ 音楽領域の指導・学

習過程における教材の可能性についての知識（Wissen über das Potential von Materialien für 
musikbezogene Lehr-/Lernprozesse“：Pot）である。

そして、この 3 点に関して、次ページの表 3 のように模範回答が記されている（Puffer 他 2017 
pp.259-260）。以上の検査内容と回答形式から、次の二点を指摘できるだろう。その一つは、教

科教授に関する問いに多く見られる自由記述という回答形式には、FALKO プロジェクトが想定

する教員の資質能力に対する捉え方がよく投影されている。すなわち、音楽教育に関係する用

語を教員が知っているかどうかに留まらず、それを授業や子どもの状況にいわば埋め込んで、

臨機応変に自身の行為を生み出すことができるかを確かめようとしていることがわかる。

この点は、次のようにも説明できる。授業で教員には子どもの様子や教室の雰囲気などを認知す

ると同時に、その少し先を予想して授業を進める能力、「教授学的推論と教授学的行為（pedagogical 
reasoning and action）」（徳岡 1992）も求められている。その際、授業の状況と展開を認識する

基本的に静態的な知識がまず動員されるが、それは必ずしも授業の実際と合致するわけではない。

そこで教員には、自身が持つコンピテンスをもとに事実を語る言葉をいわば翻訳、再解釈して、

次の行為に向けた創意工夫のための触媒として活用する能力がさらに要請される。この結果が、

教育行為つまり教育実践として具体化されるのである。こうした場面を設定した上で自由記述

を求めることにより、授業を取り巻く状況を俯瞰する力とそこで取り得る行為の選択肢を短い

時間で用意する力、そして選択肢から適切に選びとる意思決定の力を確かめることができるの

ではないだろうか。

もう一つは、教科内容に関する問いにおいて、いわゆるクラシック音楽のみではなく、「生活や

社会における音や音楽」に関する知識も対象にした課題が設けられていることである。その一つ
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は、5 つの短いリスニング例にもとづいて、ロックとポップスのレパートリーに関する資質能力

についての問いであり、もう一つは、オーディオミキサーの 5 つのコントロールの機能の説明を

問うものである。いずれも現代の音楽事情を反映した課題と言えるだろう。日本では「学校音楽

校門を出ず」と繰り返し語られ、子どもの生活実態と音楽科教育との乖離が指摘されて久しいが、

このずれは教員の資質能力あるいはコンピテンスを考える際にも示唆的なことに気づかされる。

表 3：設問と模範回答

つまり、冒頭にも述べたように、学校での音楽とは別に子どもたちは多様なメディアを通じ

て音楽に接しており、その多くは子どもを魅了する。なかでも、思春期の子どもや青年たちが

片時もイヤホンを外さない様子を想像すれば、かれらが音楽嫌いなどと言えないことは明らか

だ。にもかかわらず、音楽科教育がこれと肩を並べるほどに人気を博しているとは言えないだ

ろう。このずれは何に起因するのだろうか。音楽科を担う教員に求められるコンピテンスは、

こうした視角からも再考されるべきことを FALKO プロジェクトは問うているのである。

3．今後に向けて

日本でも、音楽はあらゆる年齢層で重要な役割を果たしている一方、音楽教員の専門的知識

と音楽愛好者の知識の区別は難しいこともあって、授業の場面で活かすことのできる教員の資
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質能力を可視化する発想と試みは避けられがちであった。本稿では、この困難を乗り越えよう

とするドイツでの取り組みとして、FALKO-M の概要を示してきたが、このプロジェクトは現

在も進展中であり、音楽教員の専門性を探究することに留まらず、音楽をめぐる「趣味」と「専

門」の相違あるいは相互関係および音楽科教育との関連について考察が続けられている。今後

の動向を注視したい。

注

1）たとえば、ヨーロッパのすべての言語に適用できるような学習状況の評価や指導方法を提供

するためのヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）がある。 
2）ドイツの基礎学校での教員の音楽指導に関する大規模な実証研究は、JeKi（Jedem Kind 

ein Instrument）に焦点を当てた BMBF の研究が初めてである（Puffer他 2017: 251）。 
3）www.waxmann.com/buch3445 うち pp.97-114．（2022．9．20．最終確認）。
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